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・供給体制が行われていた。弥生後期になる
と、集落単位ではなく、１地域単位で生産・
供給体制が整った。例えば、金沢平野では、
西念・南新保遺跡からは未製品が出土するが、
それ以外の遺跡からは全く出土しないことか
らも、専門の生産集団が存在したことがうか
がえる。古墳中期になると、ナスビ形曲柄鍬
が全国的に形・大きさがほぼ統一されてくる。
これは、鉄製 字形刃先を装着することによるU
規格化がなされた結果だとも考えられるが、
日本列島のほとんどの地域をカバーする広域
の生産・供給体制がなされたと考えられる。
金沢市の畝田・寺中遺跡から、規格化された
ナスビ形曲柄鍬が多く出土したということか
ら、北陸地方においてもそのような広域の生
産・供給体制の中に入っていたことがうかが
える。

カア・アブ・トゥレイハ西遺跡における板状
スクレイパーの生産工程と編年

早坂 陽一
板状スクレイパーは、先史時代末から歴史

時代初頭（紀元前約 ～ 年）にかけて、5000 2200
レヴァント南部を中心に西アジアの広域に分
布していた、フリント製打製石器である。製
作技術や用途に、また時代的・地域的にも多
様性が認められるにも関わらず、資料の偏在
と製作址の欠如という問題により多くの問題
が未解決である。とりわけ生産状況に関する
情報不足、型式論・編年論などの基礎的研究
の貧弱さは、覆うべくもない。
ヨルダン南部アル・ジャフル盆地に位置する、
カア・アブ・トゥレイハ西遺跡は、過去類を
見ない質量を備えた板状スクレイパー製作址
である。そこで以下の 点から過去の研究の空2
隙を埋めることを試みた。 ）板状スクレイパ1
ーの生産工程の詳細を、実際の資料を用いて
復元し、 ）それを基に、とりわけ技術的様相2
を睨みつつ、カア・アブ・トゥレイハ西遺跡
における板状スクレイパーの編年試論を構成
する。
）の分析・考察を通じ、従来の器種認定に1

は重大な見落としがあることが判明した。過
去に「壊れた」として処理されてきたものが、
実は生産者の手による意図的な素材分割の所
産である可能性が高いことが判明した。接合
例によって体系的な分割技法の存在が確認さ
れただけではなく、その復元された技法に関
連する遺物も頻繁に検出されたことにより 断、「
片化」が意図的でかつ汎用性の高い生産技術

であることが判明したのである。その見地を
得ることにより、従来にはない新たな視野―
素材分割技法のあり方を比較する―が獲得さ
れたのである。
）そこで次に、 ）で得られた見通しを付加2 1
して、カア・アブ・トゥレイハ西遺跡におけ
る板状スクレイパーの編年を試みた。カア・
アブ・トゥレイハ西遺跡の製作址の年代は、
概ね前期青銅器時代（紀元前約 ／ ～3500 3400

年）に位置づけることができるが、年代を2200
細かく限定できる証拠が不足しているため、
それ以上の時期の細分はできなかった。しか
し生産状況は明らかに時期的な変遷を示して
おり、それは特に技術的な様相の変遷であっ
た。カア・アブ・トゥレイハ西遺跡には 件の3
板状スクレイパー製作址（ 号遺構・ 号遺構1 3
・ 号遺構）が確認されており、その遺構の前7
後関係と生産状況の相違を対照すると、概ね
以下のような変遷状況が確認されるのである。
第 期（ 号遺構 ：素材分割技法が既に適用さ1 3 ）
れているが、分割をせずに素材をそのまま製
品化することも多かった。また熱割れ剥片を
利用した製品は、この時期の大きな特徴であ
った。
第 期（ 号遺構 ：素材分割技法の適用度が急2 1 ）
増。量産・浪費を特徴とする生産体制。
第 期（ 号遺構 ：素材分割技法の独占体制。3 7 ）
ただし技術的な質は低下し、また素材の利用
度に制限が生じたためか、過度に分割技法を
用いていた。
以上が本稿の主たる結論である。一言にま

とめると、時代が下るにつれ素材分割技法の
適用度が増大し、技術の質が劣化していくと
いうことである。

カア・アブ・トゥレイハ西遺跡の板状スクレイパー

卒業論文概要
金沢城下町遺跡における漳州窯系陶磁器の
変遷

相羽 重徳
州窯系陶磁器は明末清初の政権交代の動漳

乱期に突如、世界海上貿易の表舞台に登場す
る、粗雑な焼き物のことである。我が国では
「呉州手 「呉州赤絵」などと呼ばれ、西欧で」
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は“ （スワトウウェア ”とSWATOW WARE ）
呼ばれる。その生産地やその生産形態などは、
長らく不明とされてきたが、 年の窯跡の発1993
掘調査を始めとして、近年の、中国における
調査の進展によりその実体が明らかになりつ
つある。消費地である我が国では、窯跡発見
以前より、その存在は、染付の分類上におい
て認識されていた。これら 州窯系陶磁器は漳

既に知られているように 世紀末から 世紀に16 17
かけての遺跡で出土する。本稿が対象とする
「金沢城下町遺跡」においても例外ではなく、
州窯系陶磁器の出土がみられ、また、近年漳

の近世遺跡の発掘調査の増加に伴い資料が充
実してきている。そこで、それらの資料を用
いた編年案の提示、景徳鎮窯系陶磁器との出
土比率の検討を行い、金沢城下町遺跡におけ
る 州窯系陶磁器の変遷を明らかにすること漳

を本稿の目的とする。
本稿では、第一に、生産地である中国福建

省 州地区の 州窯系窯と製品について概観漳 漳

し、 州窯系陶磁器の特徴を定義した。第二漳

に、その定義に基づき金沢城下町遺跡におけ
、る出土品から抽出した 州窯系陶磁器を用い漳

編年案を提示した。時期区分は共伴する肥前
陶磁器の様相により、Ⅰ期からⅤ期に区分し
た。ここでは、各期ごとの、器型及び組み合
わせの変化をみていく。同時に、既に発表さ
れている各地の編年との比較をおこなう。第
三に、景徳鎮窯系陶磁器と 州窯系陶磁器の漳

出土比率を各遺構、層位ごとにみていく。計
測方法は接合後の破片数計測である。比較対
照として大坂城での比率もみていく。
以上の分析を通じて、得られた幾つかの知

見を「まとめ」として第５章に記した。すな
わち、Ⅰ期（ 世紀第４四半期）では、大坂城16
における同時期の 州窯系陶磁器の様相に較漳

べ、やや前時代的であり、景徳鎮窯系陶磁器
との出土比率も低率となっている。Ⅱ期（ 世17
紀第１四半期）では、出土比率を大幅に増加
させ、大坂城の出土比率に近い値を示す。器
型に関しても、大坂城で新出するタイプが時
を同じくして金沢でも搬入されており、また、
同時期の大坂城の様相に類似することから、
Ⅰ期にみられた大坂城との格差はほぼ解消さ
れたといえる。Ⅲ期（ 年代 年代）で1620 -1630
は、さらに器型のバリエーションが増える。
城下町における 州窯系陶磁器の比率はほと漳

んど変化はしていない。しかし、金沢城に近
接した遺跡と城下町の生活遺跡では様相に格

。 （ ）差がみられるようになる Ⅳ期 年代以降1640

では、 州窯系陶磁器の比率にほとんど変化漳

はみられない。器型に色絵の碗がみられる。
Ⅴ期（ 世紀末）では、良好な資料が得られな17
かったが、中国陶磁器の輸入割合から推測す
ると、伝世品の可能性が高いといえる。
本稿で提示した事柄はすべて、事象の追認

である。それらを通じ、多くの疑問・課題が
残された。一部は本稿中にも述べた。事象の
把握は、研究の第一歩である。今回、第二歩
目である、その「要因」について、回答を何
ら用意することが出来なかった。まことに残
念なことであり、筆者の力量の無さを痛感し
た。より多角的な視点による検討の必要性を
感じている。

鉄剣の副葬 鉄剣と鉄刀の共伴関係から
入江 剛弘

日本の近接戦用の武器と言えば 「日本刀」、
と呼ばれるように、刀が主流だった。しかし、
古代に目を向けると刀よりも剣のほうが主流
の武器であった。剣と刀の交代時期は、古墳
時代であり、古墳時代初めには、新たな鉄供
給ルートを掌握した首長が所持した武器が鉄
刀であり、とりわけ、素環頭鉄刀であったと
いう見解がある。鉄刀を副葬する古墳がある
一方、鉄剣を副葬しつづける古墳もある。そ
こで、鉄剣を副葬することと鉄刀を副葬する
ことの違いを考察する。
まず、時期を①弥生時代中期～弥生時代後

期、②弥生時代終末～古墳時代初頭、③古墳
時代前期前半、④古墳時代前期後半の４期に
分けて検討していく。
鉄剣の副葬本数を検討すると、全時期を通

じて、大半の遺構では、１本または少数本副
葬されるが、古墳時代になると多数本副葬す
る遺構が増える。
鉄剣を副葬する遺構の分布を見てみると、

①期では、広形銅矛･銅戈の分布圏と銅鐸分布
圏の地域と重なって分布している。②～③期
では、瀬戸内海周辺に、鉄刀を共伴する遺構
の集中がみられる。
鉄剣の副葬本数と、鉄刀の共伴本数を検討

すると、少数本鉄剣を副葬する遺構は、少数
本共伴し、多数本副葬すると多数本共伴する
傾向がみられる。
③期と④期の古墳の構成や、規模を比べる

と、④期には、鉄刀を共伴する古墳が、前方
後円墳に集中する他は、構成に特徴は見られ
ないが、古墳の規模は、鉄刀を共伴する古墳
のほうが、規模が大きいという傾向がみられ


